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はじめに 
 

本取扱説明書は Agilent EZChrom Elite WorkStation ソフトウェアの操作に慣れるこ

とを主目的に Agilent LC との組み合わせでその操作の概要を説明したものです。

本書に記述されていないソフトウェアおよび装置の詳細な説明についてはオンラ

インヘルプ、リファレンスガイド、ユーザーガイド等を参照してください。 
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第１章 EZChrom Elite WorkStation の起動 
 

1. コンピュータと Agilent LC を LAN ケーブルで接続し、Agilent LC の電源

を入れます。通信が確認されたら、[スタート]-[すべてのプログラ

ム]-[クロマトグラフィ]-[EZChrom Elite] または、デスクトップ上のシ

ョートカットアイコンより、EZChrom Elite WorkStation メイン画面を起動

します。 

 

2. 装置アイコンをダブルクリック、または右クリック-[開く] で各オンラ

イン装置画面を開きます。※オフラインで装置画面を開く場合は装置ア

イコンを右クリック-[解析専用を開く] で開きます。 

 

 
 

 

 

3. 装置ウィザードの表示 

  

 装置アプリケーション起動時に表示され 

ます。基本的な操作へのショートカット 

になっています。[OK]をクリックすると 

下記のアプリケーション画面が表示され 

ます。 
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4. ナビゲーションバーの[コントロール]-[装置ステータス]を選択し、装置

ステータスウインドウを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※装置 ONボタンをクリックすると前回装置を停止した条件でシステムが

稼働します。自動パージ機能が付属していない装置では、予期せぬ流量

によりカラムに急な圧力がかかる危険を防ぐため、装置 ON ボタンをクリ

ックする前にパージバルブを開けておきます。 

 

5. システムを分析待機状態にするために、装置ステータス右下部の装置 ON

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

装置 ON/OFF ボタン 
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6. ポンプの流量または組成 A:B のパラメータの部分（マウスカーソルが鉛

筆マークになります）でクリックか、ポンプのステータス表示画面を右

クリックし[メソッド]を選択するとウインドウが開き、パラメータを変

更することができます。ここで流量を変更して[OK]をクリックしシステ

ムをパージします。パージが終了したら流量を戻し、パージバルブを閉

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
パラメータ変更画面（ポンプ） 

 

 

 

 

流量を変更してシステムをパージします 

溶媒組成（A：B）を変更する場合はこちら 

[OK]をクリックして確定 
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※ カラム温度や検出器波長など他のパラメータを変更したい場合や個別にモジ

ュールのオン／オフ、コントロールを行いたい場合も、モジュールのステー

タス画面を右クリックすることでメニューを表示できます。（パラメータの

変更は分析メソッドには反映されません） 

 

   
 

（各モジュールのステータス画面メニュー ※モジュール仕様によりメニュー

が若干異なります） 
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【クラシックドライバ使用の場合の画面】 

装置 ON ボタンは機器ステータス画面の右下部にあります。 

パラメータの部分（マウスカーソルが鉛筆マークになります）でクリックすると

パラメータを変更することができます。ここで流量を変更してシステムをパージ

します。 

 

 

流量を変更してシステムをパージします 

装置 ON ボタン 
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 ＜装置画面について＞ 

メニュー、ツールバー、ナビゲーションバー、インテグレーションイベントが表示されて

います。 

 

 
 

 

＜装置ステータス画面について＞ 

ステータス画面の色でステータスがわかります。また黄色、赤色の部分にカーソル 

をあてると、ノットレディ情報、エラー情報が表示されます。 

 

灰色：オフライン、停止 

黄色：ノットレディ 

緑色：待機中（レディ） 

青色：分析中 

赤色：エラー 
 

 

メニュー 

ナビゲーションバー 

ツールバー 

インテグレーションイベント
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第２章 メソッドの作成 
 

２-１ 新規メソッドを作成する 

 

メニューの[ファイル]-[メソッド]-[新規作成]をクリックして、機器条件画面を

表示します。 

 

1. 各タブをクリックして機器条件を設定します。 

A) カラムオーブンタブの設定 

・温度（℃）を入力します 
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B) ポンプ（グラジエントポンプ/アイソクラティックポンプ）タブの設定 

 

・流量（mL/min）を入力します。 

・溶媒に移動相の種類（例：Water,ACN）、B の組成比（%）を入力します。 

・ストップタイムを入力します。 

・圧力制限：最小（例：0bar）と、最高（例：400bar）の圧力を入力します。 

・詳細設定（タイムテーブル）：グラジエント分析を行いたい場合は行を追

加しグラジエント条件（時間、パラメータ）を設定します。 
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C) VWD タブの設定 

・波長を入力します。ピーク幅を選択します。 

 

 

 
 

 

   C´) ダイオードアレイ検出器の場合の設定 
・波長、バンド幅、リファレンス波長、リファレンスバンド幅を設定し

ます 
・ピーク幅を選択します。 
・スペクトルの保存有無を選択します。スペクトルを保存する場合は範

囲とステップを設定します。 
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D) ALS タブの設定 

・注入量を入力します。 

・ニードル洗浄付き注入を選択した場合はニードル洗浄のバイアル番号を指 

定します。 

 

 
 

 

    D´) ハイパフォーマンス ALS の場合の設定 
・注入量を入力します。 
・ニードル洗浄付き注入を選択した場合はニードル洗浄のモードと洗浄

時間、またはバイアル位置を設定します。 
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E) 補助トレースタブの設定：シグナルのほかに取り込みたいパラメータ（ポ

ンプ圧力、リップル等）がある場合は項目を選択します。 

 

 

 

F) ベースラインチェックタブの設定：ベースラインチェック、ノイズチェッ

クを行いたい場合に設定します。 

 

 

 
 

 

 

G) トリガータブの設定 

・トリガータイプを「外部」に設定します。 

（外部検出器がなく、Agilent LC のみの接続でもトリガーを必ず「外部」に

設定してください） 
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3. ナビゲーションバーの[メソッド]-[レポート]をクリックして、メソッドレポー

トウインドウを表示します 

 

4. レポートスタイルウインドウ上で右クリックし、レポートのインポートを選択し

ます。レポートテンプレートの中からテンプレート（例：ESTD.srp ）を選択し

ます。 

 

 

5. メニューの[ファイル]-[メソッド]-[名前をつけて保存]を選択し、任意の名前で

メソッドを保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２章 メソッドの作成   

23 

 

２-２ メソッドを保存する 

 

1. [ファイル]-[メソッド]-[名前を付けて保存]をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.  [ファイル名]の欄に保存するメソッドファイルの名前を入力します。 

 入力が完了したら、[保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 *メソッドファイルの拡張子.met は自動的に付きます。 

 *メソッドを上書き保存する場合: [ファイル]-[メソッド]-[上書き保存]をク

リックします。 

 



第２章 メソッドの作成 

24 

�Memo 



第３章 サンプルの分析（シングルラン） 

25 

第３章 サンプルの分析（シングルラン） 
 

３-１ メソッドの読み込み 

 

１． [ファイル]-[メソッド]-[開く]をクリックします。または をクリッ

クして[メソッドを開く]を選択します 

 

２． メソッドの一覧からサンプルの分析に使用するメソッドを選択し、[開

く]をクリックします。 

 

３． メソッドが読み込まれると、装置アプリケーションウィンドウのタイト

ルバーに読み込んだメソッド名が表示されます。 

 

 

 

 

 

３-２ メソッドのダウンロードとステータスの確認 

 

1. メニューの[コントロール]-[ダウンロードメソッド] を選択します。 

→メソッドの条件が装置に転送されます。 

 
 

2. 装置ステータス画面で各モジュールが待機（レディ）状態になっている

ことを確認します。(待機状態にならない場合は[コントロール]－[機器

ステータス]で[装置をオン]または装置ステータス画面の装置オンボタ

ン  をクリックしてください。)  
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３-３ シグナルの取り込みを確認する（プレビューラン） 

 

１． [コントロール]メニューの[プレビューラン]をクリックします。またはツー

ルバーから[プレビューラン]アイコン をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． シグナルウィンドウが開き、プレビューランが開始されます。トレース（シ

グナル）が見えない場合には、ウィンドウ上で右クリックし、メニューから[軸

の設定]を選択して表示する範囲を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． シグナルの確認ができ、ベースラインが安定したら、ストップアイコン を

クリックしてプレビューランを終了します。プレビューランのデータは保存

されません。 
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３-４ サンプル情報の入力と分析の開始 

1. [コントロール]-[シングルラン]、または［シングルラン］ボタン を、ク

リックして[シングルラン]ダイアログボックスを開きます。 

 

 
 

＜分析情報＞ 

・ ｻﾝﾌﾟﾙ ID: サンプルの ID（識別）情報を入力します。 をクリックして

あらかじめ設定された ID から選択することも可能です（複数選択可）。 

・ ﾒｿｯﾄﾞ:  現在読み込まれているメソッドが入力されています。他のメソ

ッドを使用する場合、 をクリックしてメソッドを選択します。 

・ ﾃﾞｰﾀﾊﾟｽ: データファイルを保存するパスを設定します。 をクリック

してパスを選択します。 

・ ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ: データファイル名を入力します。 をクリックしてあらかじ

め設定された命名法から選択することも可能です（複数選択可）。 

・ 繰り返し回数: 繰り返し回数を入力します。 

・ バイアル番号を入力します。 

 

 

2. [スタート]ボタンをクリックして分析（データの取り込み）を開始します。

クロマトグラムウインドウと補助トレース画面が表示されます。 

バイアル番号
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3. 分析中に現在のキューの確認、変更、追加を行うことができます。ツールバ

ーのランキューボタン  、またはナビゲーションバーの[コントロール]-[ラ

ンキュー]を選択し、ランキューウインドウを表示します。 

 

 

３-５ 分析時間を延長する 

 

１． メニューの[コントロール]-[分析時間の延長]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． [分析時間の延長]ダイアログボックスに延長したい時間を入力し、[OK]をク

リックします。 
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第４章 データ解析 
 

この章では積分条件の設定方法とレポートの印刷方法について説明します。 

 

４-１ データファイルを開く 

１． [ファイル]-[データ]-[開く]をクリックします。または をクリックして

[データを開く]を選択します。 

 

２． ファイルの一覧から読み込むデータファイルをクリックして選択し、[開く]

ボタンを押します。 

 

 
 

① プレビューボタン：オンにしておくと、データのクロマトグラムが確

認できます。 

② チャンネル選択：複数のチャンネルでデータ取り込みを行った場合、

見たいチャンネルを選択して開きます。 

③ 検索：サンプル ID、分析者、分析日時、解析日時でデータファイルの

検索が可能です。 

④ オプション：同時に読み込むメソッドの指定、どの時点の解析結果を

読み込むかの指定が行えます。 

 

 

 

 

 

③ 

②

①

④ 
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４-２ グラフィカルに積分条件を入力する 

 

４-２-１ ピーク幅の設定 

 

① ウインドウ下部のグラフィックイベントボタンの ピーク幅アイコンをク

リックします。 

② 積分させたいピークのうちもっともピーク幅の狭いピークについて、クロ

マトグラム上でピークの開始点と終了点（開始時間と終了時間）をクリッ

クします。 

③ ピーク幅ダイアログボックスが表示されるので、テーブルに追加ボタンを

クリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

②ピークの開始点、終了点をクリック 

③テーブルへ追加 

① 
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４-２-２ スレッショルドの設定 

 

① ウインドウ下部のグラフィックイベントボタンの 検出感度アイコンをク

リックします。 

② クロマトグラム上のベースライン上でベースラインセグメントの開始点と

終了点をクリックします。 

③ 検出感度ダイアログボックスが表示されるので、テーブルに追加ボタンを

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

① 

②ベースラインの開始点、終了点をクリック 

③テーブルへ追加 
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４-３ 積分条件テーブルに条件を入力する 

 

1. ナビゲーションバーの[メソッド]-[インテグレーションイベント]をクリ

ックし、テーブルを表示します。テーブル最下行のイベントセルをクリッ

クして積分イベントを選択します。積分イベントに応じて開始時間、終了

時間、値を入力します。 

 

 
 

※ウインドウ下部のグラフィックイベントボタンによりグラフィカルに積分

条件を入力することも可能です。グラフィックイベントボタンをクリックした

あと操作ガイドに従ってクロマトグラムをクリックし、ダイアログボックスの

テーブルに追加ボタンを選択して、インテグレーションイベントのテーブルに

追加します。 

 

４-４ 解析の実行（Analyze） 

 

[解析]-[解析]を選択して解析を実行します。またはツールバーの[解析]ボタ

ン を押します。 

設定した積分条件を使用してクロマトグラムが解析されます。 
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４-５ 解析結果の表示と印刷 

 

１． ナビゲーションボタンの[レポート]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． ナビゲーションパネルのツリービューから面積％をクリックすると、面積%

（面積百分率）レポートが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 表示された画面上で右クリックし、[印刷] を選択すると、面積%レポート

が印刷されます。 
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Area%レポートの例 
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４-６ カラム性能の計算方法（JP、USP など）の選択と表示 

 

 

４-６-１ 計算方法の選択 
 

① ナビゲーションボタンの「メソッド」をクリックして、ツリービューから

「メソッドオプション」を選択します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

② 「カラム性能」のタブを選択し、「このチャンネルのカラム性能値を計算す

る」にチェックを入れます。 

 

③ 表示する計算方法を選択します。（複数選択可） 
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４-６-２ 選択した計算方法でレポートに表示 

 

① レポートテンプレートを選択します。この場合 ESTD.srp を選択します。 

 

 

② レポートの表上で右クリックをし、

「レポートプロパティ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ レポートに表示する項目「選択できる項目」から「選択された項目」に

移動し、「OK」をクリックします。その後、「解析」ボタン をクリックして

ください。 
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カラム性能の計算を追加した場合のレポート例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 ４－６－１の「メソッドオプション」内で「このチャンネルのカラム

性能値を計算する」にチェックが入っていない場合や選択した計算方法とレ

ポートテンプレート上に追加した項目が異なっている場合、理論段数などの

値は表示されません。 
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第５章. キャリブレーション（検量線）の作成 
 

この章ではピーク同定テーブル（ピーク/グループ テーブル）に化合物を登録し、

検量線を作成する方法について説明します。 

 

５-１ 化合物をピーク同定テーブルに登録する 

 

1. 化合物を登録するメソッドファイルを開きます。([ファイル-[メソッ

ド]-[開く]) 

2.  [ファイル]-[データ]-[開く]をクリックして既に取り込んである標準サ

ンプルのデータを開きます。 

3. データ解析が実施されていない場合には、[解析]ボタン をクリックして

解析を実行します。 

4. グラフィックイベントツールの[ピーク指定]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

5. 操作ガイドに従ってテーブルに登録したいピークがすべて含まれるように、

クロマトグラム上で開始点と終了点をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作ガイド 
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6. [ピーク指定]ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 時間の範囲: マウスで指定した時間範囲が入力されます 

・ 保持時間の許容範囲: 各ピークのリテンションタイムの許容幅を設定します。 

・ 単位: レポートに印字される化合物濃度の単位を入力します。 

・ 定量方法: 定量に使用する結果を面積（Area）と高さ（Height）から選択しま

す。 

・ ピークテーブルに追加: 登録されている既存ピークを削除せずに、選択した

ピークをテーブルに追加します。 

・ テーブル中のピークと置換: テーブルに登録されているピークを削除して新

たに選択した時間範囲のピークを登録します。新しくキャリブレーションの設

定をする場合には通常こちらを選択します。 

 

7. 各パラメータを設定し、[OK]ボタンをクリックします。 
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8. [ピーク/グループ テーブル]ボタン をクリックして[ピーク/グループ テ

ーブル]を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ [名前]欄にピークの化合物名を入力します 

・ 不要なピークがある場合、そのピークの[ # ]を

クリックして行全体を反転させ、右クリックし

て表示されるメニューから[削除]を選択して削

除します。 

・ 削除が終了したら、右クリックのメニューから

[ピークＩＤの再取得]を選択して ID 番号（ # ）

を振りなおします。 

 

9. [検量線]欄で検量線の種類を指定します。セル右側のプルダウンボタン を

クリックして選択します。1点検量線の場合、[折れ線]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多点検量線を作成した時に、原点を通過させたい場合には、[ゼロ]の欄にチ

ェックをつけます。 
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10. [レベル 1]に標準サンプルの各ピーク濃度を入力します。検量線の点数に応

じて[レベル 2]、[レベル 3]...の濃度も入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 設定が終了したら保存ボタン または[ファイル]-[メソッド]-[上書き保

存]をクリックしてメソッドファイルを上書き保存します。 

 

 

 

５－１－１ 内部標準法（ISTD）で検量線を作成する場合 
 

1．上記５－１の設定を行います。 

 

2．[ピーク/グループテーブル]の[同定ピーク]のタブをクリックします。 

 

3．ISTD.ID＃に内部標準物質の左端のピーク＃を入力します。 

 

 

 
 

4．設定が終了したら保存ボタン または[ファイル]-[メソッド]-[上書き保存] 

をクリックしてメソッドファイルを上書き保存します。 

 

ピーク ID＃
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５-２ 既存データを使用してキャリブレーション（検量線）を作成する 

 

下記の手順に従って各レベル（濃度）のピーク面積値をメソッドに登録します。 

 

１． 標準サンプルのデータファイルを開きます。 

２． [解析/シングルレベルキャリブレーション]アイコン をクリックします。

またはメニューから[解析]-[解析／シングルレベルキャリブレーション]を

選択します。 

 

 

 

 

３． [キャリブレーション]のチェックボックスをオンにし、[キャリブレーショ

ンレベル:]欄にこの標準サンプルデータの濃度レベルを入力します。（1 点

目の場合には 1を入力） 

 以前に使用していた検量線を削除し、新しい検量線に更新したい場合には[検

量線をすべて削除（ＣＣＡ）]のチェックをオンにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． [スタート]をクリックするとデータが解析され、面積値がメソッドに反映さ

れて検量線が作成されます。 
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５-３ シングルラン（データ取込）時にキャリブレーションを作成する 

 

１． [シングルラン]アイコン をクリックしてダイアログボックスを開きます。 

２． [キャリブレーション]のチェックボックスをオンにし、[キャリブレーショ

ンレベル:]欄にこの標準サンプルデータのレベルを入力します。（1 点目の

場合には 1を入力） 

 以前に使用していた検量線を削除し、新しい検量線に更新したい場合には[検

量線をすべて削除]のチェックをオンにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． [スタート]をクリックするとデータ取り込みが開始されます。取り込み終了

後、面積値がメソッドに反映されて検量線が作成されます。 

 

 注意：[メソッドプロパティ]の[オプション]タブで[分析終了後に解析する]

のチェックボックスがオンになっている必要があります。（75ページ参

照） 

 

 

 

 

５-４ 多点検量線を作成する 

 

上記５－２または５－３の要領で２点目以降のデータをメソッドに登録します。

[キャリブレーションレベル]が２以上では、[検量線をすべて削除]のチェックは

外します。 

 

シーケンスを使用して多点検量線を作成することも可能です。（第８章サンプル

の連続分析（シーケンス）、56ページ参照） 
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５-５ 検量線の確認とメソッドの保存 

 

１． ナビゲーションパネルから[検量線表示]をクリックします。または[検量線]

アイコン をクリックします。 

２． 右上のピークリストで選択した化合物の検量線が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 確認が終了したら保存ボタン または[フィアル]-[メソッド]-[上書き保

存]をクリックしてメソッドファイルを上書き保存します。 
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第６章. 未知サンプルの定量 
 

６-１ 未知サンプルの定量 

 

１． メニューの[ファイル]-[メソッド]-[開く]をクリックして検量線の登

録してあるメソッドファイルを開きます。 

２． メニューの[ファイル]-[データ]-[開く]をクリックして未知サンプル

のデータファイルを開きます。 

３． [解析]アイコン をクリックします。 

 

６-２ 定量結果の確認とレポート印刷 

 

１． ナビゲーションボタンの[レポート]をクリックして、ツリービューから希望

のレポートを選択します。またはメニューから[レポート]-[表示]をクリッ

クし、目的のレポートを選択します。画面に結果が表示されます。 

 

 EZChrom Elite WorkStation の主な標準レポート 

・ 面積%: 面積百分率法 

 （Area%レポート） 

 

・ ＥＳＴＤ: 外部標準法 

 （ESTD レポート） 

 

・ ＩＳＴＤ: 内部標準法 

 （ISTD レポート） 

 

・ Norm: 正規百分率法 

 （Norm%レポート） 
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２． レポートが表示された画面上で右クリックし、[印刷]を選択するとそのレポ

ートが印刷されます。または、メニューから[レポート]-[印刷]をクリック

して印刷したいレポートを選択すると結果を印刷することができます。 
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第７章. レポートテンプレート 
 

EZChrom Elite WorkStation ではレポートテンプレートエディタを使用して、レポー

トのレイアウトを自由に作成することが可能です。この章では、EZChrom Elite 
WorkStation にあらかじめ付属している標準テンプレートを使用して、その編集方

法と印刷について説明します。 

 

また、データ取り込み終了後、自動で解析を実施しレポートを印刷させたい場合

にはメソッド内のカスタムレポートにレポートテンプレートをインポートし、そ

のメソッドを保存しておく必要があります。（第１１章データ取り込み～レポー

ト出力の自動化 75ページ参照） 

 

７-１ レポートテンプレートを開く 

 

１． 印刷したいデータを開きます（[ファイル]-[データ]-[開く]）。 

２． メニューから[ファイル]-[レポート テンプレート]-[開く]をクリックしま

す。開いたダイアログボックスから編集する標準レポートテンプレートを選

択します。（下記の例では ESTD.srp を使用しています） 

 EZChrom Elite WorkStation の主な標準レポートテンプレート 

・ 面積 %.srp :  面積百分率法（Area%レポート） 

・ ESTD.srp :  外部標準法（ESTD レポート） 

・ ISTD.srp :  内部標準法（ISTD レポート） 

・ Norm.srp :  正規百分率法（Norm%レポート） 
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３． 必要に応じてヘッダー、フッターを表示させます。[ヘッダー/フッター表示]

アイコン をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

４． 結果テーブルに定量

結果が表示されてい

ない場合には、レポー

ト上で右クリックし

て[データを表示]に

チェックをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７-２ テンプレートを編集する 

 

文字を挿入する: テンプレート内の任意の場所でクリックして文字を入力する

ことが可能です。ツールバーを利用してレポート上の文字のサイズ、フォントや

色は変更することができます。 

    

 

 

その他のアイテムを挿入する: テンプレート内のアイテム 

を挿入したい場所で右クリックし、出てきたメニューから 

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘッダー 
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７-３ クロマトグラムのサイズを変更する 

 

クロマトグラムのサイズを変更するには、テンプレートのクロマトグラムをクリ

ックして選択し、周囲に表示された黒い四角をドラッグします。 

 

７-４ テンプレートにクロマトグラムを追加する（クロマトグラムの重ね書き） 

 

１． テンプレート上でクロマトグラムを追加したい場所を右クリックし、[トレー

スの追加]を選択します。新しいトレースのプロパティダイアログボックスが

開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． [新しいトレース]タブの[データソース]で[現在のデータ]を選択します。 

［データチャンネル］でシグナルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． [OK]をクリックします。クロマトグラムがテンプレートに追加されます。 
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７-５ クロマトグラムのスケールを変更する 

 

１. スケールを変更するクロマトグラムをダブルクリックします。クロマトグラ

ムのプロパティダイアログボックスが開きます。 

２. [軸の設定]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 時間軸のスケールを変更したい場合には[X 軸]を選択し、[範囲設定]をクリ

ックして、[最小:]と[最大:]欄に時間を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

４. Y軸のスケールを変更したい場合には[左 Y軸]を選択し、[トレースする範囲

をマニュアル設定:]にチェックをつけて[最小:]と[最大:]欄にレスポンスを

入力します。 

 

 

 

 

 

 



 

51 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
   【例:スケール変更されたクロマトグラム】 

 

 

７-６ オートスケール 

 

１. クロマトグラムをダブルクリックしてクロマトグラムのプロパティダイアロ

グボックスを開きます。 

２. [トレースの設定]タブの[スケール:]欄をクリックしてオートスケールの種

類を選択します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最大ピークオートスケール       最大のピークに合わせて調整 

 2 番目に大きなピークオートスケール  2番目に大きいピークに調整 

 3 番目に大きなピークオートスケール  3番目に大きいピークに調整 

 ユーザー設定 ユーザー定義（下の Y min:, Y max: 欄に入力） 

 ノーマライズ すべてのピークがグラフ内に表示されるように補正 

３. [OK]をクリックしてクロマトグラムを確認します。 



 

52 

７-７ 例：Sample ID（フィールド）を挿入する 

 

１． ヘッダーとクロマトグラムの間のフィールドをクリックして“Sample ID:”

と入力します。必要に応じてフォントの設定を行います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． カーソルがコロン（：）の右側にある状態で右クリックし、メニューから[フ

イールドの挿入]-[サンプル情報]-［サンプル ID］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンプレートに「サンプル ID:」

と入力されたところ 

サンプル ID フィールドの

値が表示されたところ。 
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７-８ レポートのプレビューとテンプレートの保存 

１． [印刷プレビュー]アイコン をクリックすると、レポートの確認ができま

す。 

２． [ファイル]-[レポートテンプレート]-[名前を付けて保存]をクリックしま

す。 

3. [ファイル名]の欄に保存するレポートテンプレートの名前を入力します。入

力が完了したら、[保存]をクリックします。 
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レポートテンプレートの例 
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第８章. サンプルの連続分析（シーケンス） 
 

シーケンスを使用すると、キャリブレーションの更新から定量結果の印刷まで、

一連の操作を自動化することが可能です。 

 

８－１. シーケンスウィザードの設定 

 

１． メニューから[ファイル]-[シーケンス]-[シーケンスウィザード]を選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． シーケンスウィザード画面 ① －メソッドの選択とデータファイルタイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ メソッド: シーケンスで使用するメソッドを選択します。デフォルトで

は現在読み込まれているメソッドが表示されます。変更する場合には、

オープンファイルアイコン をクリックしてメソッドファイルを選択

します。 

・ データファイルの種類: では[新規（分析用）]を選択します。 

・ [次へ]をクリックします。 
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３． シーケンスウィザード画面 ② － 未知サンプルの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ サンプル ID: サンプルの ID（識別）情報を入力します。 をクリック

してあらかじめ設定された ID から選択することも可能です（複数選択

可）。[繰り上げ番号]を選択した場合には、カッコ内に開始番号を入力し

ます。 

・ データパス: データファイルを保存するパスを設定します。 をクリ

ックしてディレクトリを選択します。 

・ データファイル: データファイル名を入力します をクリックしてあ

らかじめ設定された命名法から選択することも可能です（複数選択可）。

データファイル名の重複を避けるために[行番号]や[繰り上げ番号]を使

用することをお勧めします。 

・ 未知試料の数: 未知サンプルの本数を入力します。 

・ 未知試料ごとの繰り返し回数: １つのサンプルにつき、の繰り返し注入

を行う場合、その繰り返し回数を入力します。 

・ [次へ]をクリックします。 
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４． シーケンスウィザード画面 ③ － オートサンプラの設定 

この画面はオートサンプラがコンフィグレーションされている場合にのみ表

示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ シーケンス中の未知試料バイアル: 最初のバイアル:に未知サンプルの

開始バイアル番号を入力します。加算因子:には通常 1を入力します。 

・ シーケンス中のキャリブレーションバイアル:  最初のバイアル:にキ

ャリブレーションサンプルの開始バイアル番号を入力します。加算因子

（インクリメント）:には通常 1を入力します。 

・ オートサンプラの注入量: サンプルの注入量を入力します。 

・ 前処理プログラムファイル：シーケンス内でメソッドを切り替え、メソ

ッド読み込み後にカラム平衡化を行う場合、前処理プログラムを利用し

ます。（詳細は本章 ８－５.前処理プログラムの設定を参照） 

・ [次へ]をクリックします。 

 



第９章 シーケンスを使用した連続再解析 

59 

５． シーケンスウィザード画面 ④ － キャリブレーションサンプルの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ キャリブレーション ID: 未知サンプルの ID（識別）情報と同じ内容が

自動的に入力されます。 

・ キャリブレーションパス: キャリブレーションサンプルのデータファ

イルを保存するパスを設定します。変更する場合には をクリックして

ディレクトリを選択します。 

・ キャリブレーションファイル: 未知サンプルのデータファイル名に

“Cal_”という接頭語がついたキャリブレーションファイル名が自動的

に入力されます。 

・ キャリブレーションレベルの数: キャリブレーション濃度レベルの数

を入力します。 

・ レベル毎の繰り返し回数: １つのキャリブレーション濃度レベルにつ

いて繰り返し注入を行う場合、その繰り返し回数を入力します。 

・ シーケンスのスタート時に検量線をすべて削除:  以前に使用していた

検量線を削除し、新しい検量線に更新したい場合にはこのチェックボッ

クスをオンにします 

・ 複数のキャリブレーションセットを使用: このシーケンス中で2回以上

キャリブレーションを行う場合にチェックします。セット間の未知試料

の数欄には各キャリブレーションサンプルセットの間に測定したい未知

サンプルの本数を入力します。 

・ [次へ]をクリックします。 
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６． シーケンスウィザード画面 ⑤ － レポートの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ サマリー: シーケンスのサマリーレポートの設定を行います。 

・ サマリーレポートに未知試料分析を含める: 未知サンプルの結果をサ

マリレポートに含める場合にチェックボックスをオンにします。 

・ サマリーレポートにキャリブレーション分析を含める: キャリブレー

ションサンプルの結果をサマリーレポートに含める場合にチェックボッ

クスをオンにします。 

・ システムスータビリティ: システム適合性の評価（システムスータビリ

ティ）をシーケンスに含める場合チェックします。 

・ QC チェック: QC サンプルを使用する場合、チェックします。 

・ メソッド内容レポートを含む: このチェックボックスをオンにすると

シーケンス実行中にメソッドが変更された場合、メソッドレポートを出

力します。 

・ [完了]をクリックしてウィザードを終了します。画面にシーケンススプ

レッドシートが表示されます。 
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８－２. シーケンススプレッドシート 

シーケンススプレッドシートには、シーケンスを実行するための様々な条件が入

力されています。シート内のカラムをクリックするか、 ► ボタンをクリックして

内容を編集することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

シーケンススプレッドシートの主なカラム 

・ Run #: シーケンスライン番号 

・ ステータス: シーケンス実行中にステータスを表示します。 

・ 分析タイプ: サンプルのランタイプ。サンプルの種類、キャリブレーシ

ョンの設定やレポートについて設定します。シーケンスウィザードによ

って自動的に入力されていますが、 ► ボタンをクリックして確認、変更

が可能です。 

・ レベル: キャリブレーションサンプルの濃度レベル。 

・ サンプル ID: サンプルの ID（識別）情報 

・ メソッド: そのラインで使用するメソッド 

・ ファイル名: データファイル名 

 

８－３. シーケンスを保存する 

 

メニューから[ファイル]-[シーケンス]-[名前を付けて保存]を選択してシーケン

スファイルを保存します。 
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８－４. ランシーケンス（連続分析の開始） 

 

１． メニューから[ファイル]-[シーケンス]-[開く]を選択して使用するシーケ

ンスファイルを開きます。 

２． [シーケンス ラン]アイコン をクリックして[シーケンス ラン]ダイアロ

グボックスを開きます。または、右クリックのメニューから[シーケンス ラ

ン]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ シーケンス名: 使用するシーケンスファイルが呼び出されているか確

認します。オープンファイルアイコン をクリックして希望のシーケン

スファイルを選択します。 

・ 実行範囲: [すべて]にチェックをすると、シーケンススプレッドシート

のすべてのラインを実行します。[範囲]にチェックをすると、スプレッ

ドシートの指定したラインのみ実行します。例えば、4-9 と入力すると、

シーケンスラインの 4 行目から 9 行目までが実行されます。4-と入力す

ると、シーケンスラインの 4行目以降のラインがすべて実行されます。 

・ 印刷: メソッドのカスタムレポートを印刷したい場合には、[メソッド

レポート印刷]チェックボックスをオンにします。また、シーケンスカス

タムレポートを印刷したい場合には[シーケンスレポート印刷]をオンに

します。 

・ 確認: 分析毎にシーケンスを一時停止して結果を確認したい場合には

このオプションをオンにします。 

・ [スタート]をクリックしてシーケンスを開始します。 
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８－５. 前処理プログラムの設定 

 

１． メニューから［前処理］を選択します。ALS タブが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

   プルダウンメニューから［待機］を選択し、パラメータに平衡化時間を入

力します。（注：［待機］は 2種類あります。待機時間の設定できる［待機］

を選択してください。） 

 

２． 挿入キーを押してプログラムに行を追加します。プルダウンメニューから［注

入］を選択します。 

 

３． ［ファイル］-［前処理］-［名前を付けて保存］で、ファイル名を入力し、

前処理プログラムファイル（.ape）を保存します。 

 

４． シーケンスウィザード等でシーケンスプログラムを作成します。     

［シーケンス］-［編集］でシーケンスプログラムを開きます。平衡化を行

いたい（メソッドが切り替わったサンプル分析）サンプルにの前処理の項目

で矢印キーを押し、保存した前処理プログラムファイルを選択します。 
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８－６. システム適合性試験 

 

 システム適合性試験に必要な設定内容と実行時に必要な設定を記載します。 

 

 

８－６－１ システム適合性試験を実施する前に必要な設定 

 

ナビゲーションバーから「メソッド/メソッドオプション」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．「メソッドオプション」の「カラム性能」タブをクリックし、「このチェンネル

のカラム性能を計算する」にチェックを入れ、計算方法を選択します。 
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3.システム適合性試験に使用するピークを「ピーク/グループテーブル」に登録し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.ナビゲーションバーから「メソッド/システムスータビリティ」をクリックし、

システムスータビリティの設定ダイアログを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．「成分名」リスト内で計算に使用するピークをハイライトします。 

 

6．右側の「パラメータ」項目からパラメータを一つ選択し、選択したパラメータ

の最小値、最大値、および％RSD を入力します。（「成分名」リストは「ピーク/

グループテーブル」に登録されていなければ表示されません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８章 サンプルの連続分析（シーケンス） 

66 

7.クロマトグラムのテストを行いたい場合は、下側の「テスト」項目からテスト

内容を一つ選択します。テストの「開始時間」および「終了時間」および値（許

容限度）を入力します。 

 

注意：「テスト」項目に「ノイズ」を選択する場合、ノイズテストに入力する時間

はクロマトグラムのピークがない、ベースライン部分を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.設定が完了したら、設定画面を閉じ、メソッドを上書き保存します。 
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８-６-２ システム適合性試験を実行するときに必要な設定と、実行方法 

 

1.「システム適合性試験の設定」と「カラム性能」の設定が完了したら、シーケ

ンスウィザードを使用し、新しくシーケンスを作成するか、既存のシーケンスを

開きます。 

 

 

2.システム適合性試験に用いるシーケンス行の「分析タイプ」を選択し、右クリ

ックをします。「分析タイプの設定」から「システムスータビリティ開始」を選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.分析タイプが「システムスータビリティ」になっていることを確認し、シーケ

ンスを「保存」します。（結果レポートは選択可） 
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4．「コントロール/シーケンスラン」の「スタート」をクリックし、分析を開始し

ます。結果レポートを分析終了後に印刷する場合は、「シーケンスラン」画面の「シ

ーケンスレポート印刷」にチェックし、「スタート」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム適合性試験の結果レポート（標準）の例 
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第９章. シーケンスを使用した連続再解析 

 
この章では、シーケンスウィザードを使用して既存のデータファイルを再解析す

るための再解析専用シーケンスを作成し、実行する方法について説明します。 

 

９-１ 再解析用シーケンスを作成する 

 

１． メニューから[ファイル]-[シーケンス]-[シーケンスウィザート]を選択し

ます。 

２． シーケンスウィザード- メソッドの選択とデータファイルタイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ メソッド: シーケンスで使用するメソッドを選択します。デフォルトで

は現在読み込まれているメソッドが表示されます。変更する場合には、

オープンファイルアイコン をクリックしてメソッドファイルを選択

します。 

・ データファイルの種類: では[既存（解析用）]を選択します。 

・ [次へ]をクリックします。 
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３． シーケンスウィザード- ファイルの選択 

・ オープンファイル

アイコン をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

４． データファイルの選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ データファイル一覧から再解析するデータを選択してハイライト表示さ

せます。 

・ [追加]ボタンをクリックしてファイルをデータファイルリストに追加し

ます。 

・ [開く]ボタンをクリックしてシーケンスウィザードに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

                      

データファイル一覧 

 

 
データファイルリスト 
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５． シーケンスウィザード- 完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[完了]ボタンをクリックすると、選択したデータファイルが登録された再解

析専用シーケンススプレッドシートが表示されます。 

 

６． スプレッドシートの編集 

 

 

 

 

・ キャリブレーション用サンプルについては、[レベル]欄にキャリブレー

ションの濃度レベルを入力し、[分析タイプ]で[検量線をすべて削除]等

の設定を行います。 

 

７． シーケンスの保存 

メニューから[ファイル]-[シーケンス]-[上書き保存]を選択してシーケンス

ファイルを保存します。 
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９-２ 再解析シーケンスの実行 

 

１． [シーケンス解析]アイコン をクリックします。または、メニューから[シ

ーケンス]-[解析]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ シーケンス名: 使用するシーケンスが読み込まれているか確認します。

必要に応じてオープンファイルアイコン をクリックし、使用するシー

ケンスファイルを開きます。 

・ 処理モード:  

 再解析 生データを再解析シーケンスで指定したメソッドで再

解析（再積分）する場合に選択。 

  最新の結果を使用 データファイルに保存されている最新の解

析結果を印刷したい場合に選択 

  オリジナルの結果を使用 データと一緒に保存されている取り

込み時の結果を用いてレポートやシーケンスサマリを印刷した

い場合に選択 

 表示のみ データのレビュー（確認）を実施したい場合に選択 

・ プレビュー: 画面上で解析結果を確認したい場合にチェックします。シ

ーケンスライン毎に一時停止する場合には１回ごとに一時停止を、キャ

リブレーションセット毎に一時停止させたい場合にはキャリブレーショ

ンセットごとに一時停止を選択します。 

・  

*その他の設定項目については62ページを参照してください。 

 

２． [スタート]ボタンをクリックしてシーケンス再解析を実行します。 
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第１０章. エクスポート設定 
 

データ取り込み後、解析結果を Excel などの表計算ソフトで読み込めるファイル

形式にしてエクスポートするには、下記の手順を実施します。 

 

１０-１ エクスポートの設定方法 

 

１． メ ニ ュ ー の [ メ ソ ッ

ド]-[メソッドオプショ

ン]をクリックして[メソ

ッドオプション]ダイアロ

グボックスを開きます。ま

たはナビゲーションパネ

ルで[メソッドオプショ

ン]をクリックします。 

２． [データエクスポート]タ

ブをクリックします。 

３． [エクスポートする]チェ

ックボックスをオンにし

ます。 

４． ドロップダウンリストから転送したいデータのタイプを選択します。（複数選

択可） 

・ ピーク: 選択したパラメータごとにファイルが作成されます。同一のメソッ

ドでデータ解析が実施されると、その解析結果が 1行ずつエクスポートファイ

ルに追加されていきます。 

・ 標準レポート: 分析ごとの結果がレポート形式でエクスポートされます。1

本の分析に 1つのファイルが作成されます。 

５． [選択できる項目]欄から転送したいデータを選択し、 ボタンをクリック

して[選択された項目]欄に登録します。（複数選択可） 

６． [エクスポート先のパス]欄で をクリックし、エクスポートするファイルの

保存場所を指定します。 

７． [メソッドオプション]ダイアログボックスの ボタンをクリックします。 

８． メニューから[ファイル]-[メソッド]-[上書き保存]を選択してメソッドファ

イルを上書き保存します。 
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９． [解析]ボタン をクリックして解析を実行すると、エクスポート先に指定し

たパスにファイルが作成されます。 

１０． 表計算ソフト（Excel）を起動し、[ファイル]-[開く]をクリックして作

成されたファイルを開きます。Excel でファイルを開く際には、[ファイルの

種類]で[すべてのファイル]を選択します。 

 

１０-２ エクスポート例 

 

 
 

【ピーク: 面積でエクスポートした例】 

 

 

【標準レポート: 面積%レポートでエクスポートした例】 
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第１１章. データ取り込み～レポート出力の自動化 

 
データ取り込み終了後、自動で解析を実施しカスタムレポートを印刷させたい場

合は次の設定を行います。 

 

レポートを自動出力させたい場合には、事前にメソッドファイル内にカスタムレ

ポートを作成・保存しておく必要があります。カスタムレポートについては第７

章 レポート（47ページ）を参照してください。 

 

１１-１ メソッドプロパティの設定 

 

１． メニューから[メソッド]-[プロパティ]を選択して[メソッドプロパティ]ダ

イアログボックスを開きます。 

２． [オプション]タブをクリックして[分析終了後に解析する]のチェックをオン

にします。 

３． [OK]ボタンをクリックします 

４． メニューから[ファイル]-[メソッド]-[上書き保存]を選択してメソッドファ

イルを上書き保存します。 
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１１-２ シングルランでデータを取り込む場合 

１． [シングルラン]ボタン をクリックして[シングルラン]ダイアログボック

スを開きます。 

２． [メソッドレポート印刷]チェックボックスをオンにして、[スタート]ボタン

をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１１-３ シーケンスでデータを取り込む場合 

１． [シーケンス ラン]ボタン をクリックして[シーケンス ラン]ダイアログ

ボックスを開きます。 

２． 印刷欄の[メソッドレポート印刷]チェックボックスをオンにして[スタート]

ボタンをクリックしてシーケンスを開始します。 
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第１２章. EZChrom Elite の終了 
 

１２-１ EZChrom Elite の終了 

 

１． [ファイル]-[終了]をクリックします。またはウィンドウ右上の ボタンを

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２． タスクバーにある EZChrom Elite WorkStation のアイコンをクリックしてメイ

ンメニューを開きます。 

 

 
３． [ファイル]-[終了]をクリックします。またはメインメニューウィンドウ右上

の ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
EZChrom Elite WorkStation を終了しますか？という下記のメッセージが表示

されるので、[はい]をクリックします。 
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付録 

 

付録 A   ツールバー 

 

メインツールバー 

 

 新規作成  シーケンス編集 

 開く  シーケンス解析 

 保存  検量線 

 印刷  カスタムレポートを編集 

 チャンネルを選択  解析 

 切り取り  解析/ｼﾝｸﾞﾙﾚﾍﾞﾙｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 

 コピー  プレビューラン 

 貼り付け  シングル ラン 

 機器条件  シーケンス ラン 

 ピーク/グループテーブル  ランキュー 

 インテグレーションイベント  分析中止 

 MIF テーブル  機器ウィザード 

 
 ヘルプ 
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インテグレーションイベントツールバー 

 

 

 

 ピーク幅  マニュアルベースライン 

 検出感度  マニュアルピーク 

 肩ピーク処理  垂直分割 

 解析オフ  ピーク開始点変更 

 谷渡り処理  ピーク終了点変更 

 ベースライン水平処理  ベースラインの移動 

 後方ベースライン水平処理  ベースライン終了点移動 

 最下限ベースライン水平処理   

谷渡り処理ベースラインリセット 

 テーリング処理  RT 許容値の調整 

 リーディング処理  グループ範囲の調整 

 最小ピーク面積  シングルピーク設定 

 反転ピーク処理  ピーク指定 

 簡易グルーピング  グループ指定 

 同定ピークの変更  サンプル間隔 



 

 

 

 

シーケンスツールバー 

 

 

シーケンスの[Review]をオンにした時に使用します。指定した方法でシーケンス

が一時停止するので、次のラインを開始するにはこの下矢印をクリックします。 

 

メソッドツールバー 

 

 

矢印をクリックすると、メソッドの編集画面を順番に表示します。フロッピーの

ボタンを押すと[Save Method As]ダイアログボックスを表示します。 
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付録 B   ランキュー 

 

ランキュー（分析予約、順番待ち）を活用することにより、分析中に次の分析（シ

ングルラン、シーケンスラン）を設定することができます。 

 

シングル分析の追加 

 

１．サンプルの分析中に[シングルラン]ボタン を、またはツールバーのシング

ルランアイコンをクリックしてクリックして[シングルラン]ダイアログボックス

を開きます。 

 

２．第３章（サンプルの分析）と同様に、サンプル ID、メソッド、データパス、

テータファイル、バイアル番号などを設定し、[追加]または[割り込み]をクリッ

クします。 

 

 

 

[追加]： 現在予約されている分析（シングルラン、シーケンスラン）の後に分

析の予約が追加されます。 

 

バイアル番号



 

 

 

[割り込み]： 現在行われている分析が終了した後に分析の予約が追加されます。 

 

シーケンス分析の追加 

 

１．分析中に[シーケンス ラン]アイコン をクリックして[シーケンス ラン]ダ

イアログボックスを開きます。または、右クリックのメニューから[シーケンス ラ

ン]を選択します。 

 

２．第８章（サンプルの連続分析）と同様に、シーケンス名、実行範囲などを設

定し、[追加]または[割り込み]をクリックします。 

 

 [追加]： 現在予約されている分析（シングルラン、シーケンスラン）の後に分

析の予約が追加されます。 

 

[割り込み]： 現在行われている分析が終了した後に分析の予約が追加されます。 

 

 

ランキューの活用 

 

メニューの[ファイル]-[コントロール]-[ランキュー]をクリックして、ランキュ

ー画面を表示します。 
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終了したランと予約されている分析を一覧で見ることができます。 

列を選択して右クリックすることで、分析の中止や開始時間の変更等の編集を行

うことができます。 

 



 

 

 

�Memo 



付録 A  ツールバー 

アジレント･テクノロジー株式会社 

 

 

 

 	� 


